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学 校 医 会 ニ ュ ー ス

　新年あけましておめでとうございます。旧年中の

ご支援、ご協力に心から感謝もうしあげますと共に、

本年もよろしくお願い申し上げます。

　令和４年も、新型コロナ感染症に明け暮れ３年が

経ちました。８波が収束し今年こそ感染症から解放

される年になることを願うばかりです。昨年７月に

は３年ぶりに教育委員会との懇話会を開催できまし

たが、校園長会、養護教育研究会と定例の懇話会は

開催できませんでした。今年は開催し意思疎通を

図って参りたいと思います。

　４年７月で京都市学校保健会の会長任期２年を終

え、歯科：安岡良介会長にバトンタッチいたしまし

た。皆様のご支援に感謝します。学校医会研修会も

WEBにて、７月９日 神尾陽子記念会 発達障害クリ

ニック 神尾陽子先生「子どもの心の健康を学校で

育て、守る：教育と医療を統合した心の健康支援」、

９月３日 京都府立医科大学 小児科教室 今村俊彦先

生「血友病の児童と学校生活について」開催するこ

とができました。今年度も計画しておりますので校

医ニュースで広報します。

　全国学校保健・学校医大会（11月12日 盛岡市）は、

現地とWEBのハイブリッド開催で、学校医会から

林 鐘声先生が「令和３年10月に行った学校医の新

型コロナウイルス感染症対応のアンケート結果」を

新年あけましておめでとうございます　

会　長　　杉　本　英　造

報告されました。本年の第74回指定都市学校保健協

議会は６月11日（福岡市）、第54回全国学校保健・

学校医大会は10月28日（神戸市）開催予定です。

　令和５年度の統合校はありませんが、西京高校定

時制が４年度末で閉制、伏見工業高校定時制が５年

度末で閉制予定。４月 銅駝美術工芸高校が中京区

から下京区へ移転。６月末 塔南高校（南区）が開

建高校として洛陽工業高校跡地へ移転予定です。

４月の総会までの行事

１．大文字駅伝代替大会　２月12日

２．第71回近畿医師会連合学校医研究協議会総会　

　　２月19日（神戸）

　　 京都市学校医会における新型コロナ感染症対応

について～学校健診と抗原定性検査～発表予定

３．京都市学校医会新任校医研修会　３月23日

　　 （こどもみらい館）

４．京都府学校医部会総会　３月31日

　　 （京都府医師会館）

５．全理事会　４月６日（事務局＋WEB）

６．京都市学校医会総会　４月15日

　　 （ホテルオークラ京都）

　本年も「コロナに負けるな」を合言葉に皆様のご

健勝をお祈りし、学校医会活動へのご協力よろしく

お願い申し上げます。

謹　賀　新　年　　 令和５年　元旦

会　　長　杉　本　英　造

副 会 長　井　本　雅　美

　 〃 　　山　内　英　子

専務理事　安　野　哲　也

常任理事　大久保　秀　夫

　 〃 　　川　勝　秀　一

　 〃 　　中　嶋　　　毅

　 〃 　　西　村　康　孝

　 〃 　　守　上　佳　樹

監　　事　長　村　吉　朗

　 〃 　　東　道　伸二郎

議　　長　林　　　鐘　声

副 議 長　井　上　喜美子

京都府眼科学校医会理事　嶋　元　孝　純　　　京都府耳鼻咽喉科専門医会理事　平　杉　嘉平太
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新 年 の 御 挨 拶

新 年 の ご 挨 拶

京都市教育長　　稲　田　新　吾　

京都府耳鼻咽喉科専門医会　会長　　高　北　晋　一

　新年あけましておめでとうございます。

　京都市学校医会の先生方におかれましては、日頃

より、本市教育の充実に多大なる御支援と御協力を

賜り、心から御礼申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルスのオミクロン株をは

じめとする感染力の強い変異株の影響により、本市

においても、感染拡大の波が長期化し、市立学校の

多くの学級で閉鎖措置が講じられ、特に幼稚園や総

合支援学校では、その教育活動の特性から、休園や

学年閉鎖を実施することとなりました。

　こうした厳しい感染状況が続く中、学校医会の先

生方におかれましては、日々の自院でのご多忙な診

療に加え、児童生徒等の健康診断や就学時健康診断

の円滑な実施や、学校・幼稚園における感染症対策

への御指導、教職員の健康相談への御協力等、子ど

もたちや教職員の健康の保持増進に、多大の御尽力

をいただいておりますことに改めて感謝申し上げま

す。

　また、昨年７月には、学校医会の先生方との懇談

会を３年ぶりに開催していただき、私自身、令和３

年４月の教育長就任後初めての参加となりました

が、当日は学校保健を取り巻く諸課題について率直

な意見を交わすとともに、直面する重要な課題の解

決に向けて、先生方の真摯なお取組をお伺いさせて

いただき、改めて、大変心強く感じた次第です。

コロナ禍での生活も約３年が経ち、社会経済活動や

我々の日常は、ウィズコロナの下でいかに通常の生

活を送るかという視点に移行しつつあります。本市

では、感染防止を徹底しながら「学びを止めない」

取組を進め、教職員の努力と子どもたちの頑張りに

よって、文科省の全国学力・学習状況調査で、本市

立小学校が政令市20市のうち２年連続第１位となる

などの成果がありましたが、コロナ禍を含め先行き

不透明な時代の中で、様々な不安や体力・視力の低

下等が懸念され、不登校、貧困、いじめ、虐待、ヤ

ングケアラー等の様々な困りや社会的課題の改善に

向けた取組も求められています。

　教育委員会といたしましても、こうした諸課題の

解決はもとより、子どもたちが将来、社会で自分ら

しく生きることができる基本となる、心身の健康の

基礎づくりのため、杉本英造会長を中心とする京都

市学校医会の先生方との連携をより一層深め、「一

人一人の子どもを徹底的に大切にする」教育を推進

してまいりますので、引き続き専門的なお立場から

お力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。

　結びに、京都市学校医会の今後ますますの御発展

と、会員の皆様の御健勝を心から祈念申し上げます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。学校医会

の先生方におかれましては、日頃よりなにかとお世

話になりまして、まことにありがとうございます。

　新型コロナウイルス感染症は未だ終息の気配はあ

りませんが、ワクチン接種の普及もあってか、当初

の非常時という状態から、新型コロナウィルスが常

に存在するという前提で通常時の生活に戻って参り

ました。ただ、ここに至る過程で、先生方には多大

なるご尽力をいただいてきたことはもとより、学校

現場での都度都度の対応に追われて来られたことと
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新 年 の ご 挨 拶

京都府眼科医会会長　　髙　橋　義　公

拝察いたします。

　耳鼻咽喉科は、上気道感染症の最前線にあり、日々

の診療においてこれまでの対応が通じなくなりまし

た。耳鼻咽喉科学校健診におきましても、それによっ

て感染が拡大する可能性も否定できず、いくつもの

留意点を踏まえて行わなければならなくなりまし

た。そのような事態の中、学校関係者の方々の多大

なご協力もあって、なんとか大ごとにならずに、実

施されてきたかと思います。心から感謝申し上げま

す。

　本年は、完全な終息は望めないとしましても、い

よいよ普通の感染症としての扱いとなり、これまで

得た知見をもとに、より合理的な感染防御を心がけ

た学校生活、健康維持、さらには健康増進につながっ

ていくことを期待したいと思います。

　耳鼻咽喉科学校健診は、これまでの、アレルギー

や感染症を主体とした健診から、難聴、構音障害な

ど、機能面のアプローチも充実させようとする方向

が模索されています。劇的で急速な変化ではありま

せんが、少しずつ近未来の耳鼻咽喉科学校健診が実

現していければこの上ないことと考えます。

　本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。

　今年も依然としてコロナは収束せず、若い方々の

症状は感染しても気づかないほどの軽微なこともあ

るようですが、学校健診においてはまだまだ注意が

必要です。

　2020年初頭のパンデミックでは文科省の通達で学

校健診は６月30日の期限以後でも対応してきました

が翌年からはマスク・手袋着用などの十分な感染症

対策をして通常通り行われています。しかし、気が

かりなことがあります。学校健診や就学時健診時に

一人一人の接触時間を短くするため児童生徒や保護

者と充分なコミュニケ-ションが取れません。健診

後に異常があった場合は学校から受診勧奨のプリン

トが当該生徒に配布されますが、これだけでは受診

しない生徒もあり健診時の受診勧奨等についてのコ

ミュニケーションは非常に大切と考えています。

そして学校保健委員会も開催されず保健指導を行う

場も減りました。

　今はコロナ緊急時ではありますが改めて学校医の

職務について紐解いてみると、平成21年４月より施

行されている学校保健法では次のように規定されて

います。第13条に「健康診断を行う」とありますが、

他に第８条には「健康相談を行うこと」又、第９条

には「保健指導を行うこと」が記載されています。

健康診断だけを行う学校医から健康教育や健康相談

をも行う学校医へのシフトが提言されているようで

す。そういえば私の若いころベテランの学校医の先

生に「学校医は学校に出向きなさい」と言われたこ

とを思い出します。

　ご存知と思いますが、最近児童生徒の近視が爆発

的に増えており、将来緑内障や黄斑変性になって視

力障害をきたすことが危惧されています。デジタル

化の時代パソコンやスマホに依存する生活をやめさ

せることは出来ませんが、若い世代に警鐘を鳴らす

のは我々学校医に与えられた重大な責務と考えま

す。日本眼科医会では、近視進行抑制のためのポス

ターを作成し、学校へ配布していますが、加えて学

校での指導や教育が必須です。しかしながら、この

ような保健指導も行えなくなっています。このため

にもコロナが早く収束して学校保健委員会が再開さ

れ、健康相談や保健指導が出来ればと思う今日この

頃です。

　本年もよろしくお願いいたします。
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「非認知能力」をいかに育むか

西京高校 学校医　　杉　本　英　造

　第53回全国学校保健・学校医大会の特別講演「幼

児期・学童期における認知的力と非認知的力の意

義」：白梅学園大学　無藤 隆先生、シンポジウム「全

ての子どもたちの幸せのために～私たちが今知って

おきたい『非認知能力』について～：岩手県医師会　

千田恵美先生を聴講しましたので報告します。（千

田先生のご厚意により抄録集の一部を掲載します）

　認知能力：読み書き・計算などの能力・学力と、

非認知能力：自分と向き合う力・自分を高める力・

人と関わる力は両輪として発達していくことが大

事。非認知能力は感情、意欲・意思の働きを調節し

状況への適切な対応を育む。自分を制御する力（実

行機能）や他者との良好な関わりを維持する社会的

認知能力の育成が鍵。実行機能は抑制制御、ワーキ

ングメモリー、シフティング（柔軟性）から成り、

クールな機能は冷静な判断に、ホットな機能は刺激

-報酬による情動的な反応のコントロールに関わり

ます。過去と現在までの多様な力が長期的に実行機

能に影響します。さらに「メタ認知」自分の認知機

能を客観的にとらえる、考え、感情、判断を全体的

に見渡し俯瞰し、自身をコントロールする能力を養

うことが大事です。子ども時代の自制心を評価する

マシュマロテスト（スタンフォード大学）は、マシュ

マロを子どもの前に置き、15分間食べないように指

示し、がまんできた子はその後、学業が伸びたとの

こと。「今を生きる子ども」と「未来に向かう子ども」

の二極化が発達格差へ繋がります。

　２歳までに意識したいことは、基本的信頼感、親

子間のアタッチメント（愛着）育成。

　幼児～学童までは「主体性と好奇心」：自主的で

夢中になる遊び、読み聞かせ、日々の生活習慣、アー

ト・スポーツ、リフレーミング、褒める。

　学童～大人までは、自分になにが足りないかを考

えたり、トレーニングすることで非認知能力を伸ば

すことができます。方法のひとつに 「マンダラート」

という方法があり、大リーガー　大谷翔平選手が花

巻東高校時代から行ってきた行動変容の方法が紹介

されました。「ドラフト指名８球団」目標を中心に

して、これを実現させるために何が必要か考えひと

つひとつの項目を実現していき夢をかなえました。

自分に足りないものはなにか自身を俯瞰して努力す

る過程で非認知能力が養われていきます。

　食育も大事で「人を良く＋育てる＝食育」　気持

ちをリラックスさせるGABA、心の安定・睡眠に

メラトニン、がんばる力にノルアドレナリンなどの

脳内物質はナイアシン、ビタミン、鉄、葉酸などの

栄養素が必要です。朝ごはんを抜いたり、朝ごはん

に菓子パンやシリアル食品主体の家庭が多いことは

養護教諭から多く報告されており問題です。また孤

食でなく家族で食卓を囲んで食べることも、こころ

を育てるのに大事です。

　日々の暮らしのなかに、笑顔、挨拶、誉め言葉、

ねぎらい言葉など身近な行為で存在認知（ストロー

ク：自分の存在を知るもの）を通して自己肯定感を

高めましょう。

　15歳以下の児童数は、昭和25年2943万人が令和３

年1465万人と半減し、出生数84万人と少子化に歯止

めがかからない状態です。震災、感染症と子どもを

取り囲む環境も厳しく、人生の逆境、困難に対する

反発力、回復力「レジリエンス」を育み、子どもた

ちが自分らしく生きていくために「非認知力の育成」

は大事です。
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